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はじめに

太田市は、北に八王子丘陵・渡良瀬川があり、中央やや東側に金山がそびえ

立ち、南は利根川まで広がる広大な面積を有する市です。市の東部には、東日

本最大の前方後円墳である天神山古墳や重要文化財に指定された形象埴輪を出

土した塚廻り古墳群などの著名な古墳があります。また、市の西部を中心とし

た地域は、中世に新田荘として栄えた地域でありました。

本報告書は、平成22年度に実施した、市内の様々な開発事業に伴う確認調査

の結果をまとめております。埋蔵文化財は、かけがいのない郷土の遺産であり

ます。我々は、先人の残した遺産を掘り起こし、整理・保存・活用していくこ

とが、歴史解明の一助になり、豊かで文化のかおり高い町づくりの推進をにな

うものと確信しております。

最後になりましたが、調査を実施するに当たりご指導ご協力いただきました

関係各位、また、寒暖の中、発掘調査に参加していただいた方々に厚くお礼申

し上げます。

平成24年3月

太田市教育委員会

教育長岡田孝夫



例日

1 本報告書は、太田市教育委員会が国宝重要文化財等保存整備費補助金と群馬県文化財保存整備費補助金

を得て実施した「市内遺跡発掘調査」をまとめた報告書である。

2 発掘調査は、太田市教育委員会が平成22年度に実施し、整理作業は平成23年度に実施した。

3 確認調査を実施した遺跡について調査概要を掲載した。

4 太田市教育委員会の調査組織は下記の通りである。

平成22年度（発掘調査）

調査主体者太田市教育委員会教育長岡田孝夫

事務局太田市教育委員会教育部長八須利秋 副部長武笠敏朗

文化財課参事宮田毅 課長補佐穴原雅己、須永光一

係長小宮豪、城代富美江 係長代理小宮俊久、阿部章子、高橋之雄

主査神保晴美、野本智久、赤石光司、浜田弘樹、長谷川幸男、天笠圭子

主任静野勝信、中村渉、荒井文夫、山口高志、岸伸洋、遠坂純伸、関根圭介

主事鹿山くみ子 主事補福島雄一 嘱託石原由香

臨時職員星野朔、金子由依、千葉高久

平成23年度（整理作業）

調査主体者太田市教育委員会教育長岡田孝夫

事務局太田市教育委員会教育部長大槻裕美 副部長林寛司

文化財課参事宮田毅、金子公治 課長補佐須永光一、小暮英司

係長小島幹夫、城代富美江 係長代理小宮俊久、松井成江、板垣祥子

主査赤石光司、野本智久、浜田弘樹、栗田雅美、長谷川幸男、天笠圭子

主任静野勝信、中村渉、山口高志、岸伸洋、遠坂純伸、関根圭介

主事福島雄一 臨時職員須田茂、星野朔、金子由依、江泉謙一

5 本稿の編集・執筆は、小宮俊久が担当した。

6 本書に掲載した遺構の写真は各調査担当者が撮影した。

7 発掘調査および本書の作成にあたっては下記の方々、機関より御教授、御協力を賜った。

記して感謝を表したい（アイウエオ順、敬称略）。

群馬県教育委員会文化財保護課、（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

8 本書に係わる資料ならびに遺物は太田市教育委員会で保管している。

9 発掘調査ならびに整理作業に携わった作業員は、下記のとおりである。（敬称略、順不同）

飯田光子、大坪春美、木村純子、中村久乃、宮下やす江、毛日小夜子、植木敏光、小此木克己、木村光

夫、茂木正州、高橋章、大谷公男



凡例

1 第4章の調査地点位置図の縮尺は 1/5 000とした。これ以外の縮尺についてはスケールを付した。

2 調査地点位置図の方位は、北を上とした。トレンチ配置図の方位は図中に表示した。

3 遺物の縮尺については、スケールを付した。

4 第3章「平成22年度調査地一覧表J中の［台｜｜辰No.Jは、太田市文化財課で管理している台帳の番号であ

る。また、「ひまわり」とは、太田市文化財地理情報システムの番号である。第4章本文中の「台帳H

22No.34Jは、平成22年度に受け付けた遺跡地内の34番である。
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第1章調査に至る経緯

太田市では、公共事業に関しては、前年度に事業内容についての照会を行い、確認調査が必要な事業につ

いては新年度に確認調査を行うこととした。また、民間の開発については、事前問い合わせの窓口を開いて

事前の事業照会を行い、必要に応じて工事着手前に立会・確認調査を実施することとした。確認調査は、文

化財保存事業費国庫補助金や県費補助金を受けて、「市内遺跡発掘調査」として事前の試掘・確認調査を実

施し、開発事業との調整を図ることとした。また、個人住宅の確認調査で遺構が確認された場合は本調査を

実施することで、開発事業との調整を図ることとした。

太田地域

生品地区

太田市の全体図



第2章調査の方法および経過

太田市教育委員会では、前述の通り、開発内容を公共事業と民間開発の2種類に分けて対応している。太

田市遺跡地図をもとにして、事前に埋蔵文化財包蔵地であるかどうかの判断を行い、包蔵地であった場合

は、発掘届けの提出をしていただき、工事内容によっては、事業者から確認調査依頼書の提出をうけ、確認

調査を実施している。

確認調査は、対象となる土地の地形、形状や開発計画を考慮、した上でトレンチを設定し、遺構確認面まで

掘削することにより、遺構の有無を確認している。確認された遺構については、平面図、断面図等を作成

し、写真撮影を行っている。また、個人住宅や鉄塔建設等の狭い面積での開発においても、地下に著しく影

響を及ぼす工事については確認調査の対象とし、遺構が確認された場合については本調査対象としている。

（個人住宅については市内遺跡で対応している）。

整理作業においては、これらの調査によって出土した遺物の整理や図面の整理を実施し、翌年度にその成

果を「太田市内遺跡jとして、報告書の刊行を行っている。

く平成22年度の調査＞

平成22年度は、 41箇所の確認調査を実施した。このうち国庫補助事業による「市内遺跡Jとして実施した

遺跡は31箇所で、他は太田市単独費用で実施した。「市内遺跡jの主な内容は、個人住宅10件、集合住宅4

件、宅地造成4件等である。平成20、21年度には、柱状改良工事が行われる部分のすべてについて確認調査

を実施した。この結果、個人住宅の柱状改良工事が行われる部分は相対的に地盤が緩く、確認調査ではほと

んど遺構が確認されなかった。このため、平成22年度の個人住宅の柱状改良工事については、重要遺跡と位

置付けている範囲を除いて確認調査を実施せず、慎重工事で対応することとした。

なお、平成22年度の調査で出土した遺物、作成した図面、写真については太田市教育委員会で保管してい

る。

第 3章遺跡の位置と歴史的環境

太田市は北部に八王子丘陵がひかえ、その南方に金山がそびえ立つている。山頂からは、市内全域を望む

ことができる。八王子丘陵西側の薮塚地域には大間々扇状地が広がり、扇状地の端部に位置する新田地域か

らは湧水が流れ出し、古代より生活の水脈として利用されている。中央部には高大な平地が広がり、水団地

帯を形成している。利根川と面する南西部の尾島地域は、旧利根川の流路にあたる部分であり、榛名山二ツ

岳の噴火による洪水堆積層に遺跡が覆われている。

平成17年度に合併する以前の旧 1市3町の範囲は、太田地域、新田地域、尾島地域、薮塚地域の4区域に

分けられる。各地区の遺跡数の合計を見ると、太田市全体としては965の遺跡が所在しており、これらを時

代ごとに分けると、古墳時代が圧倒的に多く、ついで奈良・平安時代、中世、縄文時代、近世、弥生時代、

旧石器時代となっている。

以下、今回確認調査を実施した遺跡について次頁の地図及び一覧表にまとめた。
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太田市全図

平成22年度調査地

l鎧着遺跡

2一町田 ・堀之内遺跡

3細谷東遺跡

4向野遺跡

5反町城館跡

6 FP泥流下遺跡群

7東矢島遺跡

8向野遺跡

9細谷東遺跡

1 0石橋地蔵久保遺跡

1 1猿楽遺跡

12東部地区遺跡群

13鳥ヶ谷戸遺跡

14下田島遺跡

15新田館跡

16今井地区遺跡群

17東部地区遺跡群

18新島遺跡

19細谷東遺跡

20反町城館跡

21石田川｜遺跡
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22FP泥流下遺跡群

23細谷東遺跡

24鳥ヶ谷戸遺跡

25石神遺跡

26谷遺跡

27塚廻り古墳群

28浜町古墳群

100, 000 4km 

29古戸赤城遺跡

30下回島遺跡

31川久保遺跡



平成22年度調査地一覧表

No. 所 在 地 遺跡名 開発原因 開発（1訂面）積 調査（n而・i)積 調査期間 調査結果 取り扱い方法 台N日帳 ひまNo.わり

1 鳥山下IIIJ960-2 鎧着遺跡 集合住宅 922.00 52.50 22. 4 .15 潜2条、土坑3基、柱穴4本 現状保存 34 5547 

2 新田赤堀IIITJ5 -IIIT田・堀之内遺跡 個人住宅 543.29 13.40 22. 4 .19 遺構造物なし（irJr積地） 10 5500 

3 制II谷川1435-8、1435-9 調II谷東遺跡 間人住宅 380.00 40.10 22. 4 .19 古漬1基、構I条 現状保存 32 5545 

4 古戸IIIT!l44-l 向野遺跡 宅地造成 1909.00 41.40 22. 4 .20 時住居代跡の土1軒禄、コ井ン戸テナl基ll、2奈良 現状保存 39 5552 

5 新田反IIIJIIIT630-2他 反町械館跡 個人住宅 340.00 22.60 22. 4 .26 i務4条、柱穴12本 現状保存 60 5590 

6 尾島町261I FP 泥流下遺跡群 鉄t答 201.61 15.00 22. 5 .21 土坑I基、土師器技l個体 現状保存 20 5521 

7 末広IIIT571-10、57ト13 東矢島遺跡 個人住宅 299.20 11.00 22. 5 .21 済1条 現状保存 117 5694 

8 高村、東IIIT1372 向野遺跡 南小体育館 1263. 78 133.00 22. 5 .25～27 遺構造物なし 44 5559 

9 細谷AIT!477-2 制II谷東遺跡 集合住宅 1105.02 69.00 22. 6 .10 埴輪片2点 74 5612 

10 石僑町835・l 石橋地蔵久保遺跡： 宅地造成 1213.84 43.00 22. 6 .15 溝1条、土器片5点 現状保存 21 5522 

1 l只上IIIJ970-l 4安楽遺跡 毛皇旧小体育館 28788.00 106.00 22. 6 .21～22 遺構・i立物なし 2 5490 

12 坂口！日T273-4／也14筆 東部地区遺跡群 区画主主理 1403.70 43.00 22. 6 .17 住ピ居ッ跡ト？基軒、（灰平柚安陶時器代片）、l土個坑6墓、 記録保存 75 5613 

13鳥山中IIIT815-l他 烏ヶ谷戸遺跡 宅地造成 3881.00 198.00 22. 6 .21～22 士総片5点 110 5676 

14下回島町1011-1他 下回島遺跡 工場噌設 1325.00 62.00 22. 7. 6 かわらけコンテナ l/JOケー 148 5756 ス

15世良田町866-12、868-2 新田館跡 個人住宅 304.47 13.00 22. 6 .28 堀本、1か条わ、ら土け坑i2点基、 柱穴4現状保存 176 5793 

16 世良国IIIT3178-12 今井地区遺跡前 個人住宅 224.95 15.00 22. 6 .28 遺構造物なし 202 5854 

17 岩松田T273-6他5筆 東部地区遺跡群 区画整理 402.20 17.00 22 7 7 遺構 ・遺物なし 231 5923 

18 只上町1329・l 新島遺跡 個人住宅 717.35 15.00 22. 9 2 遺構 j遺物なし 81 5623 

19 調II谷町14733、14775 知l谷東遺跡 集合住宅 706.00 25.00 22.10.29 土占坑1基、 減5条、土器片1現状保存 301 6055 

20 新田反町町538-1 反町城館跡 個人住宅 558.67 14.00 22.10.18 土坑u基 現状保存 296 6049 

21 米沢田T231-l、2 石白川遺跡 グループホーム 1036.00 98.00 22. 9. 3 土坑2基、潜11条 現状保存 300 6054 

22 世良回IIITJ1171 FP泥流下遺跡群 携帯電話墓地局 179.82 9.00 22. 9 .27 1椛l条 現状保存 234 5929 

23 細谷IIITJ476l 制II谷東遺跡 個人住宅 415.00 32.80 22. 9 .22 構 1 条、近世磁~片 1 点 現状保存 342 6129 

24 鳥山中間T843-l 烏ヶ谷戸遺跡 宅地造成 5803.45 179.00 22. 9 .21～22 遺構造物なし 206 5867 

25 自匡鉾町756-3 石神遺跡 個人住宅 331.00 17.00 22. 9 .30 遺構造物なし 392 6233 

26 薮塚町3192-3 谷遺跡 倉庫及び休憩所 720.89 21.00 22.10. 6 遺構 ・遺物なし 186 5821 

27 龍舞町地先 塚廻り古墳群 農業用水路改修工事 2600.00 86.00 22.10.26～28 古代境の土の周器溝片数2点～3基、 古)1!tll寺記録保存 218 5897 

28 浜IIITS15、16、17、18、 浜IIIT古墳1詳 区岡整理 300.00 22.00 22.11. 4 Jill構・ j遺物なし 462 6358 

29 古戸町957I、962-2 古戸赤城遺跡 グループホーム 978.12 50.00 22.11.12 古住穴漬の4本周、溝埴、輪住片居跡、 土坑、 現状保存 371 6175 

30 下回島町1018-1、1067、1030 下回島遺跡 区画鐙理 663.50 55.00 22.11. 8～9 土器、石器片数点 106 5670 

31 新聞下回中IIIT地内 川久保遺跡 工業団地 75000.00 2221.00 23. 2～3月 住8居条、跡土4器軒片、土コ坑ン2テ墓ナ、住ll穴4ケ4本ー、ス前記録保存 588 6635 

4 -



第4章確認調査の結果
1 .鎧着遺跡 （台帳H22No.34)

① 所在地太田市鳥山下町960-2

② 調査面積 52.5ぱ（対象面積922rrl)

③ 調査原因集合住宅

④調査期間平成22年4月15日

⑤ 調査方法 開発予定地に 3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作図

面作成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果遺構は溝2条、土坑3基、柱穴4本が確

認された。 遺物は出土しなかった。

⑦取扱い方法遺構は近世以降と考えられるため、発

掘調査の必要はないと判断される。

＠ 

「一一一一一寸

I 片

I 1 ｜表土 （23cm)

I 2 ｜黒色土 （15cm)
I 3 ｜ローム層（6cm)
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J蕎 片

片
一一一一一」

建物予定地

3卜レンチ

1: 280 1 Om 



2. 一町田・堀之内遺跡（台1j1長H22No.10)

①所在地太田市新田赤堀町15 

②調査面積 13.4rri （対象面積543.29ぱ）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成22年4月19日

⑤調査方法 開発予定地に4本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 対象地は沖積地で、遺構・遺物は確認さ

れなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

⑧ 

「 一 一一一一一一寸

「
－」

2卜レンチ ｜ 

「」

1トレンチ : 

I I I 

L I I ＿＿」

4卜レンチ

3トレンチ
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I 1 ｜表土（30cm)

I 2 ｜盛土（55cm)

1: 200 1 Om 



3.細谷東遺跡 （台帳H22No.32)

①所在地太田市細谷町1435-8、1435-9

②調査面積 40.lrri （対象面積380ぱ）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成22年4月19日

⑤調査方法 開発予定地に4本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 古墳の周溝と推定される遺構が1箇所、

溝l条が確認された。遺物は土師器嚢破片1点が出

土した。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

1号溝⑧ ＼ 住宅予定地

「ニエニニ「一一寸

1号溝 ｜ 

1卜レンチ

2トレンチ

三＼／

。 1・5 1 Dem 

「ひ

、1ノ
つ
L

C
 
日

層

（

ム
土

一

表

ロ同

1: 160 

細谷東遺跡遺物観察表

番号｜器産｜出土位置 ｜残存状況｜ 口径・底径器高 ｜胎土 ｜焼成｜色調｜ 整形状の特徴

1土師器 12トレンチI1 / s I (24.8）・ 一 ・ 一 ｜細砂粒｜良好 ｜うす撞｜胴部外面ヘラ削り
寵

7 -



4. 向野遺跡（台帳H22No.39)

①所在地太田市古戸町1144-1

②調査面積 41.4凶（対象面積1,909ぱ）

③調査原因宅地造成

④調査期間平成22年4月20日

⑤調査方法 開発予定地に 7本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 ほぼ全面が撹乱されていたが、対象地の

東端のみ地山が検出され、この部分で、住居跡 1

軒、井戸1基が確認された。遺物は住居跡から奈良

時代の土器3点、古墳時代の台付き嚢1点、滑石製

模造品1点が出土した。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

⑧ 

1卜レンチ 2卜レンチ

｜｜  仁二コ

6トレンチ

｜｜  

I 1 ｜表土（15cm)

I 2 ｜褐色土（25cm)

I 3 ｜ローム層（5cm以上）

チり

門

l
l
u

3トレンチ

1号井戸

5卜レンチ

f I 

4卜レンチ

1・：350 1 Om 

-8-
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《
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向野遺跡遺物観察表

番号 種器 j類毘 出土位置 残存状況 口径 ・底径 ・器高 胎土 焼成 色調 整形状の特徴

1 椀土師器 l住 (19.6）・（3.0）・ 12.0 中砂粒 好やや良 樟に〆5くい 台部外面刷毛目

2 i須不恵器 l住 3/4 14.6 ・ 8.0 ・ 3.5 細砂粒 良好 うす樟 体部外面ヘラ削り

3 土台土師不饗器
l住 台部 7.0 ・ 細砂粒 良好 樫に点くい 体部外面ヘラ削り

4 土杯師器 1住 3/4 13.8 ・－ 3.9 白色粒 良好 灰 底部回転糸切り後周縁部へら削り

向野遺跡遺物計測表

番号｜器 種

5 I石製模造品

計 測値（mm)

最大長 ！ 最大1111 I 最大厚
16.0 I 14.o I 3.5 ｜滑石製玉

石 質 等

-9-



5. 反町城館跡 （台1j1長H22No.60)

①所在地太田市新田反町町630-2他

②調査面積 22.6ぱ（対象面積340ぱ）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成22年4月26日

⑤調査方法 開発予定地に 3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構は溝4条、柱穴12本が確認された。

遺物は出土しなかった。

⑦取扱い方法遺構は、近世以降と考えられるため、

発掘調査の必要はないと判断される。

⑧ 
；蕎

自然の落ち込み

トJ口一一一円ご可
｜｜ 門溝

柱穴

～ -------- 二溝｜
－戸－一，，，， 
柱穴

L_ 一一一 一」住宅予定地
柱穴

柱穴

2卜レンチ

1卜レンチ

10 -

: 表土（田rm)

褐色土（15cm)

ローム層

1: 160 5m 



6. FP泥流下遺跡群 （台帳H22No.20)

① 所在地太田市尾島町261-1

② 調査面積 15ぱ（対象面積201.6lrrl)

③ 調査原因鉄塔

④ 調査期間平成22年5月21日

⑤ 調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構は土坑1基が確認され、ここから土

師器斐1個体が出土した。

⑦ 取扱い方法 掘削を伴わない工事のため、本調査の

必要はないと判断される。

⑧ 

I 1 ｜表土 （20cm)

I 2 ｜黒褐色土 （20cm)

I 3 ｜褐色土（30cm)

I 4 l褐色土

寸
1

1

1

1

1

ハl
l

」制

ハ
引
川
」
一
向

士

チ

一

川
l
I
H

－－l
l
u
ω

一

「
l
l
l
i
l
i
－－」

11 

1: 250 
1 Om 。 1.5 1 Dem 

F P泥流下遺跡群遺物観察表

番号｜霊 童 ｜出土位置 ｜残存状況｜ 口径底径器高 ｜胎土 ｜焼成 ｜色調｜ 整形状の特徴

1 I毒師器 I 1土坑 ｜上部1/2 I山 一 ｜ 細砂粒 ｜ 良好 1 1:,S~い憧 ｜ 体部外面ヘラ削 り

11 -



7. 東矢島遺跡（台1j1長日22No.117)

①所在地太田市末広町571-10、571-13

②調査面積 11ぱ（対象面積299.2ぱ）

③調査原因個人住宅

④調査期間平成22年5月21日

⑤調査方法 開発予定地に 1本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、士層確認を実施した。

⑥調査結果遺構は時期が明らかでない溝1条が確認

された。遺物は出土しなかった。

⑦取扱い方法現状保存されるため、本調査の必要は

ないと判断される。

⑥ 
「一一一一一一一一I

1 日 l

パ｜

I l I ;j ! 

l 川 γJ
I I I I 

L一一＿／ / ＿＿一一
住宅予定地

1トレンチ

12 

I 1 ｜表土（30cm)

I 2 ｜ローム層

1: 150 
5111 



8. 向野遺跡 （台帳日22No.44)

①所在地太田市高林東町1372

②調査面積 133nf （対象面積l,263.78n0

③調査原因南小体育館

④調査期間平成22年5月25～27日

⑤調査方法 開発予定地に4本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 ほぼ全面が撹乱されており、遺構 ・遺物

は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

⑧ 撹乱
撹乱 撹乱

撹乱

撹乱

撹乱 ｜ ｜撹乱

撹乱

4卜レンチ

撹乱 撹乱 撹乱

1トレンチlI 2トレンチ｜ 13卜レンチ

- 13 -

I 1 ｜褐色土（35cm)

I 2 ｜ローム層

1: 250 1 Om 



9. 細谷東遺跡 （台｜｜長日22No.74)

①所在 地太田市細谷町1477-2

②調査面積 69ぱ（対象面積1,105.02rrl)

①調査原因集合住宅

④調査期間平成22年6月10日

⑤調査方法 開発予定地に 3本の卜レンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構は確認されなかった。遺物は円筒埴

輪片 l点が出土した。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

ぜD 「一一一一一寸

し一一一一一」
住宅予定地

2卜レンチ

一一一一一一

L一一一一一」

「一一「
｜ ｜ 「一一一一一一一一「
i 3卜レンチ｜ ｜ 

i I I J;認1 ! 

L一一」 L一一一一一一一」
住宅予定地 住宅予定地

l
 
n
 

n
H
U
 

－
 

n
H
u
 

nH
U
 

内
《
U1
 

I 1 ｜表土（25cm)

I 2 ｜褐色土（25cm)

I 3 ｜ローム層

1
 
1
 
pu 

n
H
U
 
1
 

内
《

U1
 

細谷東遺跡群遺物観察表

番号｜護運｜出土位置｜残存状況｜ 口径底径器高 ｜胎土 ｜焼成｜色調

1 I円筒埴輪13トレンチ｜破片 ｜ 一 ・ 一 ・ 一｜細砂粒｜良好 ｜うすい憧

整形状の特徴

14 -



C
コ

剖 議 時 俸 制 掛 川 戸 荊 耐 里 二 時 粛 Z N N Z O N －）

θ ヨ 尚 昆

＠ 濁 附 副 部

＠ 誼 同 州 司 図

⑥ 誼 刷 州 通 亙

＠ 叫 淘 刷 州 出 時 理 鴻 ボ 尚 匪 π N斗 m Q ） 7 マ い ＼ 山 下 市 川 河 尚 戸 〉

副 議 Q ） 議 開 同 市 4 4 U 汁 。 ヨ 早 六 J M 判 加 甑 蜘 w d 図 田 守

海 d h 庁 副 議 関 市 湘 誌 「 汁 。

日 融 藤 江 菰 H 品 川 河 口 凶 器 開 叫 合 汁 。 耐 ぎ 十 件 ハ 庁 斑

片 田 司 剖 菰 E H ∞ ω 日 ム

お 良 （ 泣 陥 問 団 競 － h － ω ・ 窓 口 山 ）

品川 匡 臨 海

川 相 毘 N N 刊 白 中 日 目 白

⑥ 盟 刷 州 首 湘

ヰ ヨ 圧 ハけ 「 汁 。
斗 れ 剛 週 同 州 S F 湘 江 N H τ 什 刊 一 」 一 埠 叫 討 が 。＠ 想 曲 同 τ社 時

@
 

「~
－
1

!
 
;
 
i
 

l
亘
l

~ 
h一
一
一
」

中「
一
一
一
「

!
 
%
 
I
 

｜
ボ
｜

I
 
;
 
i
 

L
＿
一
一
」

一
一
一
寸

一
一
一
一
」

一
一
一
一
寸

北
I
 

l
荏
i

L
一
一
一
」

昨 M m 山 下 両 荏

羽陣
羽榊

~~
 

→
 ・． 巳，：， =
 
n
 -

剖 菰 荏 期 h Y 4 如 耐 雪 山 剛 志 艶 澗 州 用

品 同 一 樹 強

H J 一 部 爾

汁 君 臨

顎

E H 再 醐

H 7 で い ＼ 中 ぃ

口 献 ・ 開 繭 ・ 部 副

陳 雲 十

↓ 一 一 山 印 。 に
)
l －
 
ー

一 日 一 州 汁 （ N O 口＝－）

一 N 一 高 酔 汁 （ N F E ） 尋 礼 町 、 剛 時 守 山 吾 、 高 「 件 。 出

一 ω 一 細 菌 険 汁 （ 日 ロ ヨ ） 号 め い 剛 π時 守 詳 辞 「 州 問 。 誼

一 品 一 口 i b 嗣

恵 比 い 草 晃

竹 Z V詐 一 回 南

由 盟 開 通 免 8 門 事 廷

叫 す 菌 防 一4 品 川 副 司 学 園 、 ／ 山 W E 。

ー ー － 日 ｜ ｜



11.猿楽遺跡（台，，，長H22No.2)

①所在 地太田市只上町970-1

②調査面積 106nf （対象面積28,788ぱ）

③調査原因 毛里田小体育館

④調査期間平成22年6月21～22日

⑤調査方法 開発予定地に4本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

⑧ 

1トレンチ

3卜レンチ 4卜レンチ
2卜レンチ

16 -

造成土（110cm)

2 l砂質ローム層（地山）

1 Om 



12.東部地区遺跡群（台帳H22No.75)

①所在地太田市堀口町273-4他14筆

②調査面積 43rrl （対象面積1,403.70ni)

③調査原因 区画整理

④調査期間平成22年6月17日

⑤調査方法 開発予定地に4本の卜レンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は住居跡2軒（平安時代）、土坑6

基、。遺物は。ピット 2本が確認された。遺物は灰

紬陶器片1点が出土した。

⑦取扱い方法道路建設予定地約200ぱについては、

発掘調査を行う必要があると判断される。

⑥ 

I 1 ｜表土（50cm)

I 2 ｜黄褐色土層（15cm) FP泥流

d三三

17 



13. 鳥ヶ谷戸遺跡 （台1j1長日22No.l10) 

①所在地太田市鳥山中町815-1他

②調査面積 198凶（対象面積3,881ぱ）

③調査原因宅地造成

④調査期間平成22年6月21～22日

⑤調査方法 開発予定地に5本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。 同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑤調査結果 遺構は確認されなかった。遺物は土師器

小片5点が出土した。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

⑧ 

2トレンチ

盛土（25cm)

2 l埋土（70cm)

3 ｜地山（30cm）砂層 ・緑灰色

建物予定地

「一一寸
I I 

-L__r一一

3トレンチ

1トレンチ

5トレンチ

1
 
1
 

nH》
η／』nHu

 

nH
 

p阿
u1
 

- 18 -



14.下田島遺跡 （台，，，長H22No.148)

① 所 在 地太田市下田島町1011-1他

② 調査面積 62ぱ（対象面積1,325n0

③ 調査原因工場増設

④ 調査期間平成22年7月6日

⑤ 調査方法 開発予定地に 1本の卜レンチを設定し、

遺構の確認を行った。 同時に、 写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑤ 調査結果 遺構は確認されなかった。遺物はかわら

け数点が出土した。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

⑧ 

二二コ1トレンチ

一 19-

I 1 ｜表土（20cm)
I 2 l砂層（8cm）浅間B軽石2次堆積層？灰色
I 3 ｜粘土層（3cm）暗褐色

1: 500 20111 



15. 新田館跡 （台帳H22No.l76) 

①所在 地太田市世良田町866-12、868-2

②調査面積 13凶（対象面積304.47rrl)

③調査原因個人住宅

④ 調査期間平成22年6月28日

⑤調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構は堀l条、土坑2基、柱穴4基が確

認された。遺物はかわらけ土器片1点が出土した。

⑦ 取扱い方法 遺構が現状保存される為、本調査の必

要はないと判断される。

⑧ 

口
2卜レンチ 号制

I 1 ｜盛土（20cm)

I 2 ｜褐色土（30cm)

I 3 I ローム層（10cm～）

堀

堀

1: 3 10cm 

1 ・ 150 5m 

新旧館跡遺物観察表

l番号｜禁運｜出土位置 ｜残存状況｜ 口径底径器高 ｜胎土 ｜焼成｜色調｜ 整形状の特徴

1 ｜かわらけ11トレンチI1/2 I (7.4) ・(4.0) ・ (2.4) I細砂粒｜良好 ｜うす樫｜底部外面回転糸切り。内面にスス付着

- 20 -



16.今井地区遺跡群 （台｜｜辰H22No.202)

① 所在地太田市世良田町3178-12

② 調査面積 15rrl （対象面積224.95凶）

③ 調査原因個人住宅

④ 調査期間平成22年6月28日

⑤ 調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 旧川道が確認されたが、 遺構・遺物は確

認されなかった。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

(ljJ 

表土 （100cm)

ローム層

「一一一一一一－1
1トレンチ

i L＿一一一
ヘ＼ 1 

2トレンチ S___ ,J 
住宅予定地

1: 120 3m 

-21-



17.東部地区遺跡群 （台帳H22No.231)

①所在地太田市岩松町273-6他5筆

②調査面積 171百（対象面積約402.2rrl)

③調査原因 区画整理

④調査期間 平成22年7月7日

⑤ 調査方法 開発予定地に l本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑤ 調査結果 遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

⑧ 

5トレンチ

- 22 -

I 1 ｜表土（20cm)

I 2 ｜黄白褐色シルト層（20cm)FP泥流
I 3 I 白灰色砂層（15cm)FP泥流

1 :300 10m 



18. 島遺跡 （台1j1長H22No.81)

① 所 在地

② 調査面積

③ 調査原因

④ 調査期間

⑤ 調査方法

太田市只上町1329-1

15nf （対象面積717.35rri)

個人住宅

平成22年9月2日

開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、 写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦ 取扱い方法

R 

本調査の必要はないと判断される。

「一一寸一一一一一「

」
「 I

L －一一一」寸「一一
I I 
LJ 

住宅予定地

- 23 -

4 

5 

1トレンチ

2卜レンチ

表土（40cm)

黄褐色土（10cm）粘性しまり強

黒色土（25cm）炭化物を含む

褐色土（23cm)シノレ ト層

砂質土

1 ・ 250 1 Om 



細谷東遺跡 （台，，，長H22No.301)

太田市細谷町1473-3、1477-5 

25ぱ（対象面積706rri)

開発予定地に2本のトレンチを設定し、

集合住宅

平成22年10月29日

19. 

①所在地

②調査面積

③調査原因

④調査期間

⑤調査方法

遺構の確認を行った。 図面作写真撮影、同時に、

成、土層確認を実施した。

土坑1基、溝5条が確認された。遺物は⑤調査結果

縄文土器の破片1点が出土した。

溝、土坑は近世以降の遺構と考えられ

るため、発掘調査の必要はないと判断される。

⑦取扱い方法

「一一一一一一一一一寸

一｜
I ）し）吏＼ ｜

L __  L _ _l品t
1卜レンチ

ぜD

m
 

ハU

〆
l
、

A
吐（

色

土

褐
表

黒白川

「一一一一「－L一一一一寸

土手｜

! 2トレンチ ｜ 

L一一一一一一一一一」
開発予定地

1 Om 1: 300 ハ
H
川
川
H
1
1
H
l

色調 ｜ 整形状の特徴

うす撹｜隆帯による区画中に縄文を転がす

24 -

胎土 ｜焼成

中や粒｜良好

口径 ・底径 ・器高

10cm 

細谷東遺跡遺物観察表

番号｜警護 ｜出土位置｜残存状況

l縄文土器＼lトレンチ｜胴部破片
深鉢

1 : 3 



20. 反町城館跡 （台rj，長H22No.296)

① 所在地太田市新田反町町538-1

② 調査面積 14ni （対象面積558.67ぱ）

③ 調査原因個人住宅

④ 調査期間平成22年10月18日

⑤調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構は土坑1基が確認された。遺物は出

土しなかった。

⑦ 取扱い方法 土坑は近世以降の遺構と考えられるた

め、発掘調査の必要はないと判断される。

⑧ 

「一一一一寸
「一

建物予定地

既存建物

し一一一

撹乱層（69cm)

2 1黒褐色土（19cm）粘性中
言 黒色土（14cm）粘性強
4 I ローム層 (8cm)

一一一一一寸

士坑

撹乱

」

L一一一一一」 1卜レンチ
2トレンチ

1: 300 

- 25 -

1 Om 



21. 石田川遺跡 （台1j1長日22No.300)

① 所在地太田市米沢町231-1、2

② 調査面積 98ぱ（対象面積l,036rrl)

③ 調査原因 グループホーム

④ 調査期間平成22年9月3日

⑤ 調査方法 開発予定地に 3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、 写真撮影、図面作

成、 土層確認を実施した。

⑤ 調査結果 遺構は土坑2基、 溝は1条が確認され

た。遺物は出土しなかった。

⑦ 取扱い方法遺構は近世以降と考えられるため、発

掘調査の必要はないと判断される。

⑧ 
I 1 ｜表土（40cm)

I 2 l黒色土（25cm）粘性しまり強

I 3 ｜黒褐色土 (10cm)

「一一一一一一一一一寸一一一一一一
一寸

住宅予定地 ρ 
土坑

溝

｜ 「一「

L＿一一一」 ｜ 
L_ 

士坑 ｜ 

- 26 -

／ 

／ 

一」; 

2卜レンチ

3卜レンチ

1: 300 1 Om 



22. FP泥流下遺跡群 （台，，，長H22No.234)

① 所在地太田市世良田町1117-1

②調査面積 9ぱ（対象面積179.82ぱ）

③調査原因携帯電話基地局

④調査期間平成22年9月27日

⑤調査方法 開発予定地に 1本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑤調査結果 遺構は溝1条が確認された。遺物は出土

しなかった。

⑦ 取扱い方法 溝は近世以降の遺構と考えられるた

め、発掘調査の必要はないと判断される。

⑧ 

「一一一一一 L一一寸

Lザ空！也一 一一一」

1トレンチ

I 1 ｜撹乱層（75cm）暗褐色

I 2 I FP泥流（5cm）黄褐色

1・120 5m 



23.細谷東遺跡 （台111長H22No.342)

① 所在地太田市細谷町1476-1

② 調査面積 32.Srn' （対象面積415ぱ）

③ 調査原因個人住宅

④ 調査期間平成22年9月22日

⑤ 調査方法 開発予定地に 3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑤ 調査結果 遺構は溝1条が確認された。 遺物は近世

の磁器片が出土した。

⑦ 取扱い方法 遺構は近世以降と考えられるため、発

掘調査の必要はないと判断される。

⑧ 

I 1 I H音褐色、ンノレト表土（33cm)

I 2 I ローム塊混ざる暗褐色、ンノレト （17cm)
I 3 I ローム層

住宅予定地

「一一一一一一一一一一ーガ

ノパ／ ｜ 
｜ 1～レンチ ／／ ｜ 

I I / I I 
2トレノンチ / I 

／｜／ 

L＿一一一「〆／ ／ ｜ ／ 
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／し －」一一－7一一
／ 

／ 

／ 

／ 

／ 
／ 浅い溝（近世）

1 : 360 10111 



24.鳥ヶ谷戸遺跡 （台帳H22No.206)

① 所在地太田市鳥山中町843-1

② 調査面積 179ぱ（対象面積5,803.45ぱ）

③ 調査原因宅地造成

④ 調査期間平成22年9月21～22日

⑤ 調査方法 開発予定地に4本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、 写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

⑧ 

1卜レンチ

2卜レンチ

盛土（40cm)

2 1撹乱層（80cm)

l
 
l
 

nHu 
n／
』nHu 

nu 
nhυ ．．
 1
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25. 石神遺跡 （台帳H22No.392)

① 所在地太田市龍舞町756-3

② 調査面積 17rrf （対象面積331m)

③ 調査原因個人住宅

④ 調査期間平成22年9月30日

⑤ 調査方法 開発予定地に2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

⑧ 

I 1 l盛土（25cm)

I 2 ｜撹乱層（80cm)

／／  

----γ 

レペ

「一一一寸
-------1__ - _J ¥ 

一一」
2トレンチ 1トレンチ

「
J
 

既存建物

「一一一」

し一一一一

－
 H
 

R
u
 

n
H
U
 

P
内
d1
 ．
 

1
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26. 谷遺跡 （台1j1長H22No.186)

① 所在地太田市薮塚町3192-3

② 調査面積 2lrぜ（対象面積120.89m)

③ 調査原因 倉庫及び休憩所

④ 調査期間平成22年10月6日

⑤調査方法 開発予定地に 2本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥ 調査結果 遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

⑧ 

2トレンチ

「－n-11トレンチ

L_I I ＿＿」 建物予定地

-31-

I 1 ｜黒褐色土（25cm)

I 2 ｜ローム層（10cm以上）

1: 250 
10111 



27.塚廻り古墳群 （台111長H22No.218)

①所在 地 太田市龍舞町地先

②調査面積 86m c対象面積2,600ぱ）

③調査原因 農業用水路改修工事

④調査期間平成22年10月26～28日

⑤調査方法 開発予定地にトレンチを設定し、遺構の

確認を行った。同時に、写真撮影、図面作成、土層

確認を実施した。

⑥ 調査結果 古墳の周溝と推定される溝5箇所が確認

された。遺物は古墳時代前期の土器片が出土した。

⑦ 取扱い方法 遺構が壊される部分について、本調査

を行う必要があると判断される。

⑧ 
撹乱 水路

日
＼＼ ＼＼ 

古墳 ) 

沖積地→

田

／ ！／ ／ ＼ 

／ ／／ 

古墳 l( ¥ ¥ 
＼ 
＼＼  ＼ -- ／ 

＼ ＼ 、、ー
一一 ，〆F，ーーー、、

／／ ＼ 

下一「 第3号古墳

＼｜／ 

／ ＼ 

べく: I 表 t(20cm) ＼ ＼ ＼トレンチ
＼～ ＼ 

泥流（20cm)
＼＼  

黒褐色（25cm)

¥ > ＼＼  

＼＼  
＼（  古墳

¥ ¥ 
＼ ＼ ／ 

1: 600 30111 
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28. 浜町古墳群 （台｜｜辰H22No.462)

①所在地太田市浜町8-15、16、17、18

②調査面積 22ぱ（対象面積300ぱ）

③調査原因 区画整理

④調査期間平成22年11月4日

⑤調査方法 開発予定地に 3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構 ・遺物は確認されなかった。

⑦取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

⑧ 

3卜レンチ

- 33 

2卜レンチ

I 1 ｜盛土（35cm)

I 2 ｜表土（20cm)

I 3 ｜茶褐色土（20cm)

I 4 1ローム層

1トレンチ

1 ・ 300 1 Om 



29. 古戸赤城遺跡 （台｜｜｜長H22No.371)

①所在地太田市古戸町957-1、962-2

②調査面積 50ぱ（対象面積978.12nf)

③調査原因 グループホーム

④調査期間平成22年11月12日

⑤調査方法 開発予定地に3本のトレンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果遺構は古墳の周溝2箇所、住居跡1軒、

土坑2基、柱穴4本が確認された。遺物は埴輪片1

点が出土した。

⑦取扱い方法 遺構が現状保存されるため、本調査の

必要はないと判断される。

@ 

住居跡

不明遺構

ピット

ピット

土坑

，，， ーーー 、、、、、、～、、、
＼＼ 

＼
 

古墳の周溝

1卜レンチ 2トレンチ

1
 
i
 

ι

‘‘、．盲盲司

1: 3 1 Dem 

＼ 古墳の周溝

＼ 

＼ 
＼ 

＼＼  、、、、

＼＼ 、、、、

3トレンチ
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C

A

せ

p
h
u

J
t

、

円
ノ
臼（

土
土

色

表

褐日
刊

1:250 10m 

古戸赤城遺跡遺物観察表

番弓｜語種 ｜出土位置 ｜残存状況｜ 口径・底径器高 ｜胎土 ｜焼成 ｜色調｜ 整形状の特徴

1 I円筒埴輪11トレンチ｜破片 ｜ 一 ・ 一 ・ 一 ｜中砂粒｜良好 ｜樟 ｜タガは稜を持っていない
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30. 下回島遺跡 （台帳日22No.106)

①所在地太田市下田島町1018-1、1067、1030

②調査面積 55凶（対象面積663.5nD

③調査原因区画整理

④調査期間平成22年11月8～9日

⑤調査方法 開発予定地に 3本の卜レンチを設定し、

遺構の確認を行った。同時に、写真撮影、図面作

成、土層確認を実施した。

⑥調査結果 遺構は確認されなかったが、縄文時代と

推定される石皿1点、古墳時代の土器片1点が出土

した。

⑦ 取扱い方法 本調査の必要はないと判断される。

⑧ 

3卜レンチ

1: 600 ど~j ,,, 20m 

I 1 ｜表土（20cm)

I 2 I ローム層

1: 3 10cm 
。 1:5 10cm 

下回島遺跡遺物観察表

番弓｜喜重 ｜出土位置｜残存状況｜ 口径底径器高 ｜胎土｜焼成｜色調｜ 整形状の特徴

1 I器台 ｜ ｜台部の一部｜ 一 ・（12.1)・ 一 ｜細砂粒｜良好 ｜うす撞｜外面に塗彩

下回島遺跡石製品計測表

番号｜ 器種

2 I石皿
厚
一

ω
大一

9

最一

σ
）：
 

ー
：
ー

：IJ
 
（： 
菌
三
四
一

I
4l

－H山
l

一

一大一
l
i一

目ハ一
E
町一

i
J
 

J
T下
1ι

三
口
一

一長一大一一最一
石 質

安山岩性。裏面に孔 l箇所あり

等

35 



31. 川久保遺跡 （台，1，長H22No.588)

①所在 地太田市新田下田中町地内

②調査面積 2,221nf （対象面積75,000rrl)

③調査原因工業団地

④調査期間平成23年2月～3月

⑤調査方法 開発予定地の内遺構が存在することが予

測される地点に34本のトレンチを設定し、遺構の確

認を行った。同時に、写真撮影、図面作成、土層確

認を実施した。

⑥調査結果住居跡4軒、土坑2基、柱穴4本、溝8

条が確認された。遺物は古墳時代を中心とした土器

片 1/ 4ケースが出土した。

⑦ 取扱い方法 遺構が確認された約7,5oomについて
発掘調査を行う必要があると判断される。

I I 

1: 3 

川久保遺跡遺物観察表

番号｜話題 ｜出土位置｜残存状況

1須恵器 124トレンチI1 / 2 
長頭壷 ｜ ｜ 

10cm 

口径・底径 ・器高 ｜胎土｜焼成｜色調

( 6.6) 一 ｜細砂粒｜良好 ｜灰色

整形状の特徴

2 I土姉器 115トレンチ｜台のみ
高i不

一 ・00.3）・ 一 ｜中砂粒｜良好 ｜うす燈｜内面刷毛目、外面ヘラ磨。すかし
穴は3箇所
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⑧ 

＝＝コ E二＝コ目.. 『、．－
9卜レンチ 8トレンチ 7トレンチ

10卜レンチ

11トレンチ

12トレン

13トレンチ

1: 2500 
1 OOm 

E二三三＝コ
27卜レンチ

29卜レンチ

I 4トレCンd誇Eチロ
1卜レンチ

j覚百L
C二二ニニコ C:二＝二二＝
5卜レンチ 2卜レンチ

6トレンチ 3卜レンチ

I 1 ｜表土（22cm)

I 2 ｜黒褐色士 (18cm)
I 3 I灰色土（7cm）粘性強

名言診台地の範囲

28トレンチ



第5章まとめ
平成22年度に市内遺跡発掘調査の対象となった遺跡は31件であり、このうち17箇所で何らかの遺構が確認され、 3 

件については記録保存のための本調査を実施することとなった。これ以外の14件は現状保存等の措置により遺跡の保

存を図ることができた。

平成22年度の代表的な調査としては、新田館跡 (15）、塚廻り古墳群（27）、古戸赤城遺跡（29）、川久保遺跡（32)

の調査をあげることができる。

新田館跡の調査は、現状では位置を特定することのできない新田館跡の東側の堀の位置を確認することができた。

新田館跡は、新田一族の総領クラスの館跡と伝えられ、その一部が「新田荘遺跡 総持寺境内jとして史跡に指定さ

れているが、ほとんどが住宅地であるため発掘調査は一部しか行われておらず、その実態はあまり明らかになってい

ない。今後の調査の積み重ねにより、実態を明らかにしていくことが必要であろう。

塚廻り古墳群の調査は、群馬県指定史跡であり、重要文化財に指定された形象埴輸を出土した「塚廻り古墳群Jの
隣接地で実施され、塚廻り 4号墳、 3号墳の周囲に複数の古墳が存在することを確認することができた。また、古墳

が泥流により埋没していることを確認することができた。他部局との調整の結果、現状保存することができず、記録

保存することとなったが、塚廻り古墳群の広がりを掴むことができた点で、重要な調査となった。

古戸赤城遺跡の調査においても、これまで未確認であった小規模な古墳2基を確認することができた。

川久保遺跡の調査は、これまで実態が明らかでなかった早川流域に存在する集落の一端を明らかにすることができ

た。

市内遺跡の調査は、総じて小規模な調査であるが、数を重ねることにより全体像が見えることがあり、これが確認

調査の大きな成果であるといえる。今後の周辺の調査とも連携させ、遺跡の正確な把握と保護に務めていきたい。

最後に、調査に際してご協力いただいた事業主の方々、ならびに寒暖の中で発掘調査に従事された方々に深く感謝

の意を表したい。

Eコ調査地点

「世良田環濠集落J新田館跡部分拡大（縮尺＝ 1 /500) 

尾島町教育委員会『新田館跡 国道354号特定交通安全施設等整備工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

(1997）』より転載
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確認調査写真

鎧着遺跡 2 一町田・堀之内遺跡

3 細谷東遺跡 4 向野遺跡

5 反町城館跡

8 向野遺跡



11 猿楽遺跡 東部地区遺跡群

14 下田島遺跡

15 新田館跡 16 今井地区遺跡群



17 東部地区遺跡群 18 新島遺跡

22 FP泥流下遺跡群

23 細谷東遺跡 24 鳥ヶ谷戸遺跡



25 石神遺跡 26 

27 塚廻り古墳群

31 川久保遺跡 31 川久保遺跡
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